












さまざまな素材が見られ、大半は晩年の時期、一九〇〇年頃より後に制作 れたと考えられる（図１～４） 。これらの中にはオフィーリアと断定できないものが数点含ま てはいるが、彼がこの主題を好んだことは間違いないだろう。ルドンが多様な素材で描いたオフィーリア作品を概観すると、まず、二つの特徴 見出され ひとつはいずれの作品でもオフィーリアの水死する場面が描かれて こと もうひとつは、物語の説明的な描写 ほとんど捨象さ ていることである。
オフィーリアはいうまでもなく、シェークスピアの戯曲『ハムレッ
ト』に登場する女性 ある。オフィーリアは、恋人のハムレットが父の敵を討つために狂人を装ったために、自分へ 愛を失ったと思 こ





































した。彼の構想はシェークスピア劇の名場面を大小二組の に描かせ、版画にするというものだった（大きい方は額装を考慮され、小い方はシェー 戯曲集 挿絵に用いる） 。彼の計画が画壇の賛同を得た背景には、イギリスで 、文学や歴史 主題に基づく物語絵画が主流となるべきだという考えがあったのだろう。三十二人の 家によって計一六七点の絵画が制作され、一七八九年に開館したギャラリーを飾 たのだっ （これらの作品はナポレオン戦争 伴う経済危機で売却され、ギャラリーは閉館する） 。第三は実際の上演 こだわらずに、画家がシェークスピアの戯曲に着想して描いたもの り、ロマン主義の広がりの中でさまざまな作品が制作された。他 ヨーロッパ諸国の画家たちにもシェークスピア主題が愛好され、イギリスでは一九世紀中頃のラファエル前派らによる作例へと繋がっ ゆく。このような展開の で、オ ィーリアが単独で扱われ、水死の場面好んで描かれるようになったのである。
シェークスピアの戯曲では、オフィーリアが小川で溺れ死んだこと







































































く。悲劇的な運命に翻弄された末に死を迎えるのであり、水や花々と一体となった彼女の姿は、たしかに従属性が強調されているといえるだろう。眼と口を開き、放心し オフィーリアの表情はか弱く、はかない。そしてヒューズの《オフィーリア》 （ミレイ 絵が発表された一八五二年のロイヤル
･
アカデミー展に展示される）や、ワッツの作










とほぼ同じ構図で 小川が画面手前から奥へと流れる。オフィーリアは左腕で柳の枝を握っている 、彼女の体は水面に落ち （物語の時間軸に沿っていえば、ミレイの作品に描か た場面 直前） モノクロームの版画 いうこともあ 、花 表象す ものはあまり目立たないが、ドラクロワも戯曲の記述に基づいて 面を構成している。特にここでは 花輪を枝に掛けようとした途端、枝が折 て、川 落ちるという経緯に焦点があてられている。オフィーリアの顔は眼と口が
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むオフィーリアの姿（上半身）を見ることができる。彼女の体はふっくらとしており、わずかに左胸がのぞく（ドラクロワの作例を思い起こさせる） 。 オフィーリアは横顔を傾け、 静かに眼と口を閉ざしている。水面は灰色で描かれ、やや沈んだ青と白の筆触が波を示唆する。彼女の周囲に 花々が ているのだが、像を結ぶものは少なく、赤褐色から赤に至る色彩 存在を暗示するにとどまる。この絵 ルドンによるオフィーリア主題の代表的な作例で、類似した構成の が他も見られる。そのうちの一点（図２）では、画面左 黒に近い色と紫で花が暗示される（紫はスミレを連想させるが 黒い色彩はむしろ死を思い起こさせ ） 。そしてオフィーリアの髪には明る 黄色で花が添えられ、頭の周りでは光背 ように映 。ルドンはこうした花々や水面の描写に関して、形態を再現する とよりも、色彩がもつ暗示する力を重視しているといえる。さ にこれらの二点では、画面の主役であ オフィーリアの顔の描写が抑えられていることも注目 れ 。人物を描く場合に顔は最も重要な部分であるはずだが、ここ 柔らかな線で横顔の輪郭が描かれるだけで、彩 は少ない。こ 特徴はオフィーリア作品に共通して認められる ので、おそ くルドンは、前半期の木炭素描やそれを転写する石版画における経験を参考 したのだろう。つまり、彩色を抑制することによって、オフィーリア 顔に光を生み出そうとしているのだ。
前半期のモノクローム作品との関連では、横顔であることも見逃せ
ない。ルドンのオフィーリア作品十八点のうち、横顔は十七点にのぼ
る。横顔は顔の半分しか描かれないため、表情についての描写は半減され 絵を見る私たちの視線が人物の表情と交わり対話することなく、それを退ける傾向が強い。したがって、一般的には人物描写に適さ い構図なのだが、逆に横顔は人物に超越的な雰囲気を与えることもできる。ルドンは前半期の作品で、横顔 もつこうした特質を十分に生かしており（ ９） 、横 オフィーリアはその変奏だといえる （この点は後半期の他の人物にも当てはまる） 。もっとも、 《オフィーリア》作品の場合は、鹿児島市立美術館の絵に見られるように、体は斜め正面を向くものが多い。顔と体の両方が真横を向く場合と 異なり、観者の視線を拒む厳めしさはない。オフィーリアの横顔は眼 口を閉ざし、自分の内へと集中するようであ
岐阜県美術館が所蔵する作品 （図３） には唯一、 横顔でないオフィー






先に見たミレイの作例では、オフィーリア 体が川の流れ 沿って水平に漂うことによって、彼女が運命に対して受け身で、無力なまま死を迎えることが私たちに伝えられていた。ドラクロワは流されてゆく水平の体と枝を掴む垂直の腕を対比し おり、前者は運命を 後者は精一杯の抵抗を示す。だが、その抗いも一瞬で、前者が勝利を収めることになる。水面 交差するようにオフィーリア 体を描いたルドンの構成は、運命に対して従属的なオフィーリアという設定から離れているといわなければならない。一方で、ルドンが描いたオフィーリアの静かな表情に ドラクロワの作例が示す抵抗や絶望は認められないだろう。こ 表情を生み出してい のは、彼女の閉じられた眼と口に他ならない これがルドンの作品のもつ第二の特徴である。 眼 はっきりと閉じ れている作品は十八点中十三点、口を閉ざしている 品は十七点 のぼる
14。ルドンのオフィーリア解釈を明らかにする鍵のひ
とつ ここにあるように思われる。２． 《眼を閉じて》 関連
ルドンの《オフィーリア》作品、特に眼と口を閉ざしたオフィーリ


















ばれ （への字に近い） 、 苦しみに耐える様子が窺われる。一方、 オフィーリアの表情は諦観に似た静かさを伴う。
オフィーリアの物語（彼女はシェークスピアの戯曲の主人公ではな













はり「出現」の系譜に連なるものだといえる。ただ、 注意して見ると、人物の右側で水平線を示す濃い青 描線がわずかに上へ傾き、首の輪郭の後ろに伸びている。この描線は褐色 髪の上に重なっており 制作の最終段階で加えられたと推定される。一方、画面左では、同じ描線は人物の右肩口 手前に、 坦なまま伸びている。こ ため、眼閉じた人物は水平線の向こう 出現するようにも、水の中から現れるようにも見える。ルドンはオルセー美術館の《眼を閉じて》を制作
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るが、オフィーリアは水に沈む。もっとも ルドンは戯曲に語られた小川という設定にとらわれて いない オフィーリア 周囲では水面が波立ち、垂直に沈む彼女の体は水の深みを暗示する。先にミレイの《オフィーリア》に関して、水はそれ自体の形をもたないために従属性を示唆すると指摘したが、形をもたないことは一方で 水がもつ流動性の拠りどころでもある。水の流動はすべてのも を無に帰 とともに、生命 生み出す。オフィーリアの体が沈みゆく深みはこのような原初的な水に他ならない そして女性もまた生命を産む。オフィーリアは自ら受け入れた死に向かう ともに、生命の源へ帰ってゆくのだろう。
水がもつ多義的な広がりの中でルドンのオフィーリア作品を捉え直
すと、岐阜県美術館所蔵作品の位置づけ、特に《眼を閉じて》と 関係が注目される。先に述べたように、この作品は唯一、横顔でないオフィーリアが描かれ、 ほっそりとした顔立ちなど、 他の作例とは異なった特徴を示している。この顔立ちは 《眼を閉じて》 のものに近似する。また首を傾ける方向 逆であるものの、体の向きも近い。ルドン オ
フィーリア作品について、個々の制作年を細かく特定するのは難しいが、 《眼を閉じて》との結びつきが強いこの作品は早い時期の制作と考えてよいだろう。顔の型だけではなく、画面左の水平線がオフィーリアの右肩口の手前に置かれていることも同様なのである。一方、画面右では渦巻く波が上昇し、 彼女の左肩を水中に引き入れようとする。オフィー 背後が闇になっており、画面右上に黄色 光が描き出されていることも珍しい。 このような特徴を見せる本作品については、「夜のオフィーリア」の可能性が指摘されている
19。もちろん、戯曲に
したがえば夜の情景ではありえないが、ルドンはテキストにこだわることなく、オフィーリア主題を扱って る。彼が《眼を閉じ 》を制作した後、オフィーリア主題を通して水と女性 関わりを追求したことを考えるならば 夜という設定も斥けがたい。そうすると、右上の黄色い光は月明かりを示すことになる（一方、 《眼を閉じて》では水面に曙光が射す） 。ここでは天空 月光（月の満ち欠け）と水の流動（潮の満ち引き） 、そして生命を産む女性の体のリズムが響き合うのである。２．オフィーリア作品と花
シェークスピアの戯曲の中では、オフィーリアの死の場面に種々
の花が登場し、それぞれに花言葉としての意味をになう。しかしこれまで見てきたように、ルドンは個々の花の形をあま 描かず、色彩で花の存在を暗示することが多い。もっ も、ルドンが花というモチーフに関心がなかったわけではなく、特に後半期において は極めて重要な位置を占める。この時期を代表する作品は花 静物画
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であり、人物と花を組み合わせた作例も少なくないのだ。ルドンはなぜ、オフィーリア作品で花を暗示的に描いたのだろうか 彼は「暗示」について、次のように記している。 「暗示の芸術は、ものが夢に向かって光を放つように、思索がそこに向かうのです。 ［……］定義すること、頭で理解すること 限定する と、断言することは無用であり、誠実で率直な新しさというものは、美を含めて、それ自体で意味をもつのです
20」 。暗示は曖昧でありながらも、動きの中に広が




物は男性だろうか） 、眼と口を閉ざした横顔を見せ、右手を顎に添えている。このポーズと顔の型は瞑想を示唆する のに他ならない。そして素描の左には次のような詩句が記されている。 「空は晴れわたり、どんな音も、 囁きもな 。ひっそりとした湖のほとり、 野原が広がり、花々は悩ましい香りを放つ。自然は、神秘的で普遍の教義に似て、天空から賛歌を響かせる。私は唱和してみる。私 魂はごく小さく、んなにも遠く、こんなにも取る 足らないのだが
21」 。もっとも、画面
を見ると、横顔の人物の側 は、小さ 鉢植えの花（種類も特定しがたい）が描かれているに過ぎな 。詩句に綴られた野 広がりと天空から響く賛歌は、小さな花の香りに心を傾ける人物の、瞑想の中だけ
に生まれる。そして魂は小さく、取るに足らないものではあるが、その自然の賛歌に唱和する。
鹿児島市立美術館の作品では先に見たように、オフィーリアの閉
じられた口と眼が沈黙と内省などを示唆する。その横顔は自らの内に耳を澄ませているように見える。そして彼女の周囲には、赤褐色から赤に至る色彩が花の存在を暗示して、広がる。眼と口を閉ざしたオフィーリアは、さまざまな花言葉をに った花々で飾られ、覆われるのではなく、心の内へ 集中する中で花と出会うのである。比較的遅い時期の制作と考えられる《花の中のオフィーリア》 （図
16）は、画面に花が大きく描かれ、ルドンのオフィーリア作品では





の後に制作された作品の中で、このような顔の型はオルフェウス主題にも認められる。前半期のルドンは第一版画集の《ヴィジョン》に見られたように、さまざまな眼球 モチーフを木炭素描や石版画に描いてきた。眼球は闇 現れ、あるいは空 を浮遊する。さらに花と合体された作例も制作された。これほど や眼差しにこだわったルドンが、 後半期には 《眼を閉じて》 で眼と口を閉ざした人物を描き、 オフィーリアやオルフェウスにも同様の表情を与えたのだった。それはモノクロームから色彩世界への移行でもあり、ルドンの芸術は前半期から後半期へと大きく変わったといえる。眼球や見開かれ 眼から、閉ざされた眼へ。この変化について、肉体的な を閉じることによって 内なる精神の世界を開こうとし のだと要約することは可能だろ
22う。
ただ、ルドンは『芸術家の打ち明け話』の冒頭に次のように記して
いる。 「私は自分なりにひとつの芸術を りました。それは見える世界の驚異的なものの上に眼を開いて 生と自然の法則に従おう 心がけることによって作ったものです。人はそうではないようなことをいいますが
23」 。この手記は晩年のルドンが生涯と芸術の歩みを振り返っ
たものだが、書き出しの一文 、控えめなルドン して 珍しく矜持を感じさせる。そしてそれに続く文章は、主 前半期 作品に見出される奇異なイメージ（さまざま 変幻する 球も含まれる）に向けれた批判と称賛に対して 彼が懐疑的だったことを窺わせる。私たちはルドンが生涯を通して、現実（眼に見える世界） 関心 寄せてき
たことを見逃してはならない。彼は、 「ひとつの小石、草の葉、ひとつの手、ひとつの横顔、その他の生あるもの、ないものを丁寧に写そうと努める中で、心が沸騰点に近づくのを感じるのです
24」とも述べて
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ダイクストラ 指摘は興味深 が、個々の作品が示す表現の違い（ルドンのオフィーリア作品も同じ文脈で言及） 、十分に考慮されてはいないと思われる。一九世紀におけるオフィーリア主題と社会の関係については稿を改めて考察したい。
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harles B
audelaire, `Salon de 1859`, Œ
uvres com
plètes, II, bibliothèque 



































































た中で、母親の胎内に宿されたまま大西洋を渡ったことを語り、次のように述べている。 「海上にさまよう運命が長引き、波の上に生まれればよかったと感じました。後に苦しみ悩んでブルターニュの断崖から海を見つめていた折、深淵の上 あるあの国籍のない場所こそ私にふさわしい 思ったのです」
(R








ひとつの文学主題としてオルフェウス 手がける。そして波の下の深淵はオフィーリアが沈みゆく場所に他ならない。回想に記されたブルターニュの断崖は、 七五 七月 赴 カンペールだと推定される。ルドンは印象派の画家たちと同世代だ 、彼らが前年に最初のグループ展を開催 たのに対し、ルドンはまだ自 の芸術を模索す さなかだった。そして同じ 八七四年には敬愛する父親が世を去っている。カンペールでの手記はこう述べられている。 「私 芸術で確かなものは何かと問われる。言葉でご かすのでなけ ば、これま に制作しえた作品だけが確実なものだ、と答え の 良識というもの ろうれ以上のこと すべて未知に属す 他者の潜在的 可能性という神秘の中で花開くかもしれないのだ」
(Ibid., p.49) 。最後に記
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	 W4411　1901 － 09年頃
	 カンヴァス／油彩　70× 53.5cm
	 鹿児島市立美術館
図 3：	 オディロン ･ルドン
	 《オフィーリア》
	 W898　1901 － 02年
	 板に貼った紙／油彩　58.5 × 49.5cm
	 岐阜県美術館
図 2：	 オディロン ･ルドン
	 《オフィーリア》
	 W894　1901 － 09年頃
	 カンヴァス／油彩　53× 51cm
	 個人蔵
図 4：	 オディロン ･ルドン
	 《オフィーリア》
	 W901　1900 － 05年頃
	 カルトンに貼った紙／パステル





図 5：	 ジョン ･エヴァレット ･ミレイ
	 《オフィーリア》
	 1851 － 52年
	 カンヴァス／油彩　76.2 × 111.8cm
	 ロンドン／テート ･ギャラリー





図 6：	 ジョージ ･フレデリック ･ワッツ
	 《オフィーリア》
	 1864 － 65年頃（?）
	 カンヴァス／油彩　76× 63.5cm
	 コンプトン／ワッツ ･ギャラリー
図 8：	 オディロン ･ルドン
	 《ハムレットについての思い》
	 W2381












































	 W905　1905 － 08年頃
	 厚紙／パステル　64× 91cm
	 ロンドン／ナショナル ･ギャラリー
